
 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 参加者へのメッセージ（主な内容） 

 門川 大作 京都市長                 渡邉 隆夫 京都府中小企業団体中央会 会長 

 

 

 

 

 

 

② ５つのプランを発表 

５つのプランの内容発表とディスカッションのポイント説明をしていただきました。また，参加者への呼び掛けや事
例紹介など，お知らせをしていただきました。 

  ▼ 詳細は【２ページ目】を御覧ください。 

＜発表されたプラン＞ 
★ ＩＣＴを活用した高齢者見守りサービス（佐藤 豊 氏） 

★ 京都の学生･大学に京都の中小企業の魅力を伝え,就職してもらう（宿野 秀晴 氏） 

★ 大政奉還１５０周年記念企画（芳村 敦 氏） 

★ 京町家を「子育てへの不安が解消できる場」にする（田房 夏波 氏） 

★ 商店街の空き店舗を活用した伏見の魅力を発信する拠点づくり（浅野 雄祐 氏） 

③ 専門家のアドバイス 
西村 勇也 氏(NPO法人ミラツク 代表理事)の進行で，太刀川 瑛弼 氏 

(デザインファーム NOSIGNER 代表)と岡村 充泰 氏(㈱ウエダ本社 代表 
取締役社長)から，５つのプランを例に事業化に向けたアドバイスを 
いただきました。 

④ ビジネスプランについてのディスカッション 
 参加者全員がそれぞれのテーマごとのグループに分かれビジネスプランのブラッシュアップを図るため，ディス
カッションを実施しました。 

 

 

 

   ▼ 詳細は【３ページ目】を御覧ください。  

 １月３１日に第３回「京都市中小企業未来力会議」を開催しました。 

会議には，中小企業の若手経営者の皆様をはじめ，金融機関や支援機関
の皆様，市職員など約１００名に御参加いただきました。 

 今回は，新事業や中小企業支援策の１８アイデアの中から，現段階で新
たなビジネスプランへつながる可能性のある５つのプランを採り上げて，
発案者から各プランの内容を発表していただき，専門家のアドバイスを参
考に，参加者全員でブラッシュアップを行いました。 

今後，プランの具体化や次の展開に向けた支援を行っていきます。 

引き続き，皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 

～ 会議の流れ ～  

第３回会議を開催！ビジネスプランの発表とブラッシュアップ！ 
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中小企業活性化の新しいモデルに期待！ 
 京都の宝である中小企業の担い手の皆
様が，英知を集め，融合することで，新た
な展開が生まれる。それを行政が政策に反
映することで中小企業が活性化する新た
なモデルを作る。小さな成功事例をたくさ
ん作り大きな成功へとつないでいくこと
を期待している。 

面白さを加えた新たな視点で活性化を！ 
 企業には面白さが必要。文化，伝統，産
業も同じ。合理的に考えるのみではいけな
い。そこに良い意味での面白さを加えてい
ただきたい。この会議を利用して，新たな
視点や切り口から中小企業の活性化に繋
げていただきたい。 

（会場：京都中央信用金庫 本店９階大ホール） 

京都市の平成 29年度予算案を発表！ 
この会議でいただいた皆様からの御意見を予算に反映しました！ 

発表者の皆様（左から佐藤氏，宿野氏，芳村氏，田房氏，浅野氏） 

左から西村氏，岡村氏，太刀川氏 
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～ ビジネスプランの内容や参加者からの主な意見 ～  

○「未来力会議関連コーナー」提供の提案  

京都府中小企業団体中央会 
連携支援課長 五十棲 雅人 氏 

(有)中村ローソク  
代表取締役 田川 広一 氏 

○様々な組織の交流･連携の事例紹介  

 伝統産業は，どのようなものか実際に伝えな
ければ廃れる一方。この会議も同じく，どのよ
うな活動をしているか伝えなければならない。
自身の店舗の一角でこの会議の参加者の活動
を伝えるスペースを提供可能と提案したい。 

 地域の原動力である中小企業や業界団体の
発展が地域の活性化の重要な要素。市の中小企
業チャレンジ支援事業で，この会議の意見を参
考に異業種団体の連携をアナウンスしてきた。
業界団体の横の連携による課題解決やイノベ
ーションの創出を推進していきたい。 

＜内 容＞ 
 市内中小企業の力を結集し，幕末関連 
の石碑等にスマートフォンをかざすと， 
ＡＲ技術を活用した紹介や説明の動画等 
が出てくるアプリを開発し，大政奉還 
１５０周年を盛り上げる。 

＜参加者による意見等＞ 
➢ クラウドファンディングの活用や広告掲載等，複合
的な資金調達を検討しては。 

➢ 観光地だけでなく，歴史ある土産物店，商店街，ま
ちの事業者等をアプリ内で紹介。 

➢ 観光の分散化の観点から大政奉還に限らない幅広な
アイデアの抽出が必要。 

➢ 見る，食べる，買う，体験するというコンテンツを
盛り込むことが重要。 

大政奉還１５０周年記念企画 
～幕末関連の石碑をＡＲ技術で紹介するアプリ開発～ 

 発案者：京都青年中央会 顧問 芳村 敦 氏  

＜内 容＞ 
内閣府「企業主導型保育事業」を活用し 

て，日本の伝統を次世代につなぐ小規模保 
育事業「親子園」を開設し，想いを同じく 
する事業者の従業員の子どもを保育する。 
親子園では，京都のものづくり（伝統産業から先端産業
まで）に触れることのできる親子向けワークショップを
充実するなど，幼少期の感性を育む「和える教育」を確
立する。 

＜参加者による意見等＞ 
➢ 京都産食材を用いた京都らしい食文化を育む保育事
業の実施。 

➢ 経済団体や業種別組合等と連携した素材集め。 

➢ 伝統産業の職人が直接関わることのできるワークシ
ョップ。 

 
 

 発案者：㈱和える 西日本統括本部長 田房 夏波 氏  

＜内 容＞ 
「伏見大手筋インフォメーションセンター」 
を開設し，まちゼミの開講，フシミ大学 
（バーチャル大学）の開設，伏見の清酒の 
魅力発信，伏見地域の観光案内，大手筋 
商店街のお得情報の発信といった様々なコンテンツを提
供することで，商店街に人を呼び込むなど活性化を図る。 

＜参加者による意見等＞ 
➢ 伏見の日本酒を飲みながら，地域への思いや商売の
哲学等を聞く「立ち飲み学校」の実施。 

➢ 体験型や参加型で写真に撮りやすい内容で，参加者
のＳＮＳ発信による効果的な観光客の集客。 

➢ 伏見区向島地域の農家との連携。 

 

 発案者：伏見大手筋商店街振興組合 理事長 浅野 雄祐 氏  

＜内 容＞ 
独居高齢者をターゲットとし，新聞配達, 

商店街,ビル管理会社,福祉事業者等が連携 
して，ＩＣＴによる情報連携を行い，高齢 
者の見守り，宅配，掃除や電球交換等の困 
りごと，訪問介護等の様々な統合サービス 
を実現する。 

＜参加者による意見等＞ 
➢ ポイントカードを発行し，カード使用状況が離れて
暮らす家族に配信される仕組みが良い。 

➢ 実績ある地元企業を核とすることで事業の信頼性を
持たせてネットワークを拡大。 

➢ 遠隔管理ではなく新聞や郵便の配達などアナログな
部分が大切。 

ＩＣＴを活用した高齢者見守りサービス 

 発案者：京都電子計算㈱ 執行役員 佐藤 豊 氏  

＜内 容＞ 
未来志向を持つ中小企業の魅力発信を行 

うネットワーク体制を構築し，以下の４つ 
の取組を連動して実施することで，「多様な 
働く場と働き方」があることを学生等に伝 
え，就職につなげる。 
① 学生と中小企業経営者の交流の場づくり 
② 中小企業経営者による大学での講義 
③ 学生等に向けた企業内研修の機会提供 
④ 子供向け職業体験等の親子に向けたアプローチ 

＜参加者による意見等＞ 
➢ 行政が接着剤の役割を担い，中小企業，大学，学生
のネットワークのプラットフォーム作り。 

➢ オープンデイを設けて中小企業の社内開放。 

➢ 学生は「とりあえず」大手を選んでいる。中小企業
側も企業の質を高め，情報を発信していくべき。 

 
 発案者：京都中小企業家同友会 政策委員長 宿野 秀晴 氏  

（Medico-tec㈱ 代表取締役）         

～参加者への提案や事例紹介～ 

-２- 



 

 

 

 会議で生み出されたアイデアの具体化を支援！ 
 

 

 

 

 

会議で出された意見を８つの予算案に反映！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市中小企業未来力会議 

 

 

 

 

 

 
 

 

～ 中小企業未来力会議から生まれた中小企業振興策 ～  

 

「京都市中小企業未来力会議」において出された新事業のアイデアについて，具体化（試行実施）を

支援し，中小企業が持つ未来を切り拓く力を最大限引き出し，新たなビジネスモデルを創出。 

   【29年度予算案】９００万円  【補助率】２／３以内 

中小企業未来力創出支援事業 

 

 
 

① 観光関連産業安定雇用促進事業 

国内外のものづくりベンチャー企業や
起業家を京都に呼び込むため，拠点の整
備や起業家向けのイベント，市内中小企
業とのマッチング。市内中小企業向けの
IoTビジネス相談窓口の設置。 

③ 海外とのビジネス交流を促進する 
地域間交流支援事業 

オール京都体制の下，JETRO と連携し， 
アメリカのライフサイエンス分野の最先端都市
との交流を促進し，製品の共同開発や輸出 
拡大につなげる。 

小規模事業者の円滑な事業承継を
図るため，「事業引継ぎ支援センター」
における支援体制を強化。 

⑥ 伝統産業製品の販路開拓支援 
～パリ友情盟約締結６０周年プレ事業～ 

パリ友情盟約締結 60 周年に向けた機運の
醸成と伝統産業製品の販路開拓を図るため，
パリ市でシンポジウムを開催。デザイナーとの
コラボ商品や，伝統産業技術の奥深さを PR。 

 
 

⑦ まち・お店・ひと縁結びプロジェクト 

商店街にコーディネーターを派遣し，
NPO 法人や学生団体等の外部団体との
連携を促進。空き店舗所有者と出店希望
者のマッチングや出店に伴う初期費用の
支援で空き店舗解消を促進。 

 
 

④ 京都遺産･伝統文化･匠の技 
体験型ツアー拡充事業 

京都遺産・伝統文化・伝統産業の 
工房訪問などの京都コンテンツを活か
した文化観光メニューの開発等により，
京都の奥深い魅力を発信。 

⑧ 起業希望者等のネットワーク形成事業 

市内シェアオフィス等の利用者同士
のネットワークを形成し，創業や新事業
創出のためのビジネス環境を整えること
で，創業を促進。 

雇用面での課題を抱える京都の観光関連
産業において，正規雇用の拡大等を図るた
め，専門家による相談支援や，首都圏等の求
職者に対し，市内中小企業の魅力を発信。 

② 新たな価値の創造による 
「知恵産業」推進事業 

⑤ 中小企業事業承継支援体制の強化 

「平成 29年度 京都市予算案」の詳細はホームページをご覧ください 

http://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000207709.html 
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 意  見  
外国人の工房 
訪問ツアー実施 
が効果的 

 
 意  見  

起業家の交わる 
場づくりを 

 

 意  見  
海外のニーズを把握 
したモノ･サービス 
提供のシステムづくり 
が効果的 

 

 意  見  
商店街の空き店舗 
を活用した様々な 
取組が有効 

 

 意  見  
ものづくりベンチャー 
企業が集い新たな発想 
に取り組む場づくりを  

 意  見  
外国人のニーズを汲み
取った伝統産業のプロ
ダクトデザインを 

 

 意  見  
学生や若者への 
魅力発信の強化
が有効 

 

 意  見  
M&Aに限定しない 
幅広い相談が可能な 
人材配置を 

http://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000207709.html

